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(57)【要約】
本発明は、予想以上にばらしく魅力的で環境に優しい複
合材料構造（２２）およびそれから作られる保管物品に
関する。複合材料構造（２２）は、繊維板、もしくは天
然および／または合成繊維を有する他の層、といった繊
維含有層（２４）と、繊維含有層（２４）を覆うミネラ
ル含有層（２６）とを有する。ミネラル含有層（２６）
は、繊維含有層（２４）の表面に沿って繊維含有層（２
４）と実質的に連続して結合されている。繊維含有層（
２４）およびミネラル含有層（２６）は、形成される複
合材料構造（２２）が保管物品を形成するように成形可
能なように、成形、サイズ調整、および製造がされる。
複合材料構造（２２）は、繊維含有層単独の柔軟性より
増大した、高度な柔軟性および曲げやすさを有している
という利点があり、消費者にとって非常に魅力的なもの
となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量で２０％未満の重合体および少なくとも５％の天然ミネラル含有物を含む複合材料
構造は、
　約４ミル（ｍｉｌ）～３０ミルのカリパスを有する非含侵ロール状のまたはシート状の
天然繊維から形成され、ソリッド（solid）であり、対向する平坦な、カレンダ加工の必
要のない接触面を有する繊維含有層であって、約２０～約１２８ポンド／１０００平方フ
ィート（ｌｂｓ／１０００ｆｔ２）および約１９５～４２０ｇ／ｍ２の坪量、約４ミル～
約３０ミルの厚み、ならびに約１２５～約９００ＭＤおよび約５５～約４００ＣＤの引っ
張り強度を有する繊維含有層と、
　熱せられていない、非金属の、または含侵されたミネラルから形成され、結合剤ととも
に、ミネラル複合材料を形成するミネラル含有層であって、前記複合材料において融合し
ないロール状およびシート状の形状で複合材料構造全体の１０質量パーセント以上を構成
し、約１５～約２４０ポンド／１０００平方フィートおよび約４０～約９００ｇ／ｍ２の
坪量と、０．４～１．２ｇ／ｍ３の密度と、１．５ミル～２４ミルのカリパスとを有し、
有機ミネラルを含むミネラル含有層と、
を含み、
　前記ミネラル含有層は、伸びを必要とせずに、繊維含有層の接触面全体にわたって実質
的に連続して結合されることを特徴とする複合材料構造体。
【請求項２】
　前記繊維含有層および前記ミネラル含有層は、該繊維含有層および該ミネラル含有層か
ら形成される複合材料構造が保管物品になるように、機械加工され、サイズ調整され、製
造されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項３】
前記複合材料構造は、前記繊維含有層単独の柔軟性よりも１０％高い柔軟性を有すること
を特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項４】
　前記複合材料構造は、第１および第２の両方の包装用途を有することを特徴とする請求
項１に記載の複合材料構造。
【請求項５】
　前記ミネラル含有層は、熱成形、加圧成形、または真空成形により、ミネラル含有層を
含む保管物品が、選択された形状に形成されるように十分な所定量の熱成形結合剤を含む
柔軟なミネラル複合材料であることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項６】
　前記ミネラル複合材料は、十分な耐湿性を提供するように処理されていることを特徴と
する請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項７】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、生分解性含有物を有することを特徴とす
る請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項８】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、堆肥可能な含有物を有することを特徴と
する請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項９】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、光分解可能な含有物を有することを特徴
とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１０】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、リサイクルされた含有物およびリサイク
ル可能な含有物を有することを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１１】
　前記繊維含有層は、ポリコーティングされていることを特徴とする請求項１に記載の複
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合材料構造。
【請求項１２】
　１以上の面は、クレイコーティングされていることを特徴とする請求項１に記載の複合
材料構造。
【請求項１３】
　静電気耐性であることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１４】
　前記複合材料構造の引火点は、主に繊維構造だけのものよりも高いことを特徴とする請
求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１５】
　主に繊維構造だけのものよりも齧歯動物への耐性が高いことを特徴とする請求項１に記
載の複合材料構造。
【請求項１６】
　主に繊維構造だけのものよりも、窃盗耐性が高いことを特徴とする請求項１に記載の複
合材料構造。
【請求項１７】
　主に繊維構造だけのものよりも、防しわ性が高いことを特徴とする請求項１に記載の複
合材料構造。
【請求項１８】
　１以上の面が、水性または溶剤性の熱融着コーティングによってコーティングされるこ
とを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１９】
　１以上の面が、エンボス加工された箔または金属化フィルムスタンピングを有すること
を特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２０】
　１以上の層が、波形形状に形成されていることを特徴とする請求項１に記載の複合材料
構造。
【請求項２１】
　主に繊維構造だけのものよりも、おおよそ１０％から３０％製造時の水の使用が少ない
材料から形成されていることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２２】
　主に繊維構造だけの製造時よりも、ホルムアルデヒドおよび漂白剤の使用および排出を
１０％から３０％節約することを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２３】
　前記ミネラル含有層は、高密度ポリエチレン、バイオポリマー、ポリマーおよびポリ乳
酸から構成される群のうち少なくとも一つから選択されるミネラル層結合剤を含むことを
特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２４】
　前記繊維含有層は、漂白クラフトボード、未漂白クラフトボード、再生折りたたみ式ボ
ール紙、折りたたみ式ボール紙、コーティングされた再生板材、およびコーティングされ
ていない再生板材から構成される群のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項
１に記載の複合材料構造。
【請求項２５】
　約６６～１７５ポンド／１０００平方フィートおよび約２１６～８８０ｇ／ｍ２の坪量
、約８ミル～約３６ミルの厚み、ならびに約１２５～約９００ＭＤおよび約５５～約４０
０ＣＤの引っ張り強度を有することを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２６】
　約１９８～５２５ポンド／１０００平方フィートおよび約６４８～２６４０ｇ／ｍ２の
坪量と、約４５ミル～約８０ミルの厚み、および約３７５～約２７００ＭＤおよび約６４
８～約２６４０ＣＤの引っ張り強度を含むことを特徴とする請求項１に記載の複合材料構
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造。
【請求項２７】
　前記複合材料構造は、
　前記繊維含有層をフライス加工（milling）する工程と、
　前記ミネラル含有層を押し出しする工程と、
　前記層を、華氏約３００度～華氏約３８５度の温度において約６６０ｃＰ～約１，４８
０ｃＰの粘度を有する接着剤で結合する工程を含む高温処理、
　前記層を、約２７．５℃～約３０℃の温度において約１，０００ｃＰ～約２，１００ｃ
Ｐの粘度を有する接着剤で結合する工程を含む低温処理、
　ウレタンを含む接着剤の塗布、
フェノール型、エポキシ型、アクリル型といった硬化性接着剤の塗布、
ポリエステルポリオールまたはアクリレート化ポリポールおよびポリイソシアネートの接
着剤組み合わせの塗布、
　または、特に上述の前記接着剤を用いたインライン押出積層の実行、
　のいずれかを実行することで、前記ミネラル含有層を繊維含有層に結合する工程と、に
より形成され、
　前記複合材料構造は、保管物品を形成するために機械加工が可能であることを特徴とす
る請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２８】
　前記構造は、保管物品に形成されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料物品。
【請求項２９】
　前記構造は、パレットシート、間紙または切り取りページに形成されることを特徴とす
る請求項１に記載の複合材料物品。
【請求項３０】
　前記構造は、小売りディスプレイまたはボックスに形成されることを特徴とする請求項
１に記載の複合材料物品。
【請求項３１】
　前記構造は、配達封筒に形成されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料物品。
【請求項３２】
　前記構造は、波形形状に形成されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料物品。
【請求項３３】
　ミネラル含有層を含む複合材料構造の製造方法であって、
　少なくとも天然繊維の一つの層を含む繊維含有層を用意する工程と、
　ミネラル含有層を用意する工程と、
　実質的に連続的にミネラル含有層の表面にわたって、前記ミネラル含有層を前記繊維含
有層に接着することにより前記ミネラル含有層を前記繊維含有層に直接付着し、複合材料
構造を形成する工程と、
　を含む複合材料構造の製造方法。
【請求項３４】
　保管物品を形成するように成形可能な複合材料構造を成形し、サイズ調整し、製造する
ことを特徴とする請求項３３に記載の製造方法。
【請求項３５】
　前記繊維含有層をフライス加工（milling）する工程と、
　前記ミネラル含有層を押し出しする工程と、
　前記層を、華氏約３００度～華氏約３８５度の温度において約６６０ｃＰ～約１，４８
０ｃＰの粘度を有する接着剤で結合する工程を含む高温処理、
　前記層を、約２７．５℃～約３０℃の温度において約１，０００ｃＰ～約２，１００ｃ
Ｐの粘度を有する接着剤で結合する工程を含む低温処理、
　ウレタンを含んでいる接着剤層の塗布、
　フェノール型、エポキシ型、アクリル型といった硬化性接着剤の塗布、
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ポリエステルポリオールまたはアクリレート化ポリポールおよびポリイソシアネートの接
着剤組み合わせの塗布、
　または、特に上述の前記接着剤を用いたインライン押出積層の実行、
　のいずれかを実行することで、前記ミネラル含有層を繊維含有層に結合する工程と、
　を更に含み、
　前記複合材料構造は、保管物品を形成するために成形が可能であることを特徴とする請
求項３３に記載の製造方法。
【請求項３６】
　製品の配送または小売り製品のディスプレイの方法であって、
　少なくとも一つの天然繊維を含み、表面を有する繊維含有層と、
　前記繊維含有層を被覆するミネラル含有層であって、実質的に連続的に繊維含有層の表
面にわたって前記繊維含有層に直接結合されている前記ミネラル含有層と、
　を有する複合材料構造を含む保管物品を用意する工程を含み、
　前記繊維含有層および前記ミネラル含有層は、形成される複合材料構造が保管物品を形
成するように成形可能なように、成形、サイズ調整、および製造がされ、
　保管物品の中に製品を配置し、
　前記保管物品を配送または小売り用の前記保管物品を展示をする方法。
【請求項３７】
　前記保管物品を用意する工程は、更に小売り箱および配送箱の少なくとも一つの形状に
形成された複合材料構造を用意する工程を含むことを特徴とする請求項３６に記載の方法
。
【請求項３８】
　さらに、小売りまたは配送箱の少なくとも一方を含み、前記保管物品の構成要素を形成
するように前記複合材料構造を成形し、
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、該ミネラル含有層および該繊維含有層か
ら形成される複合材料構造が前記保管物品を形成するように成形可能なように、柔軟な複
合材料構造の折りたたみおよび折り目付けの少なくとも一つによって柔軟な複合材料構造
を機械加工する工程で用意されることを特徴とする請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記保管物品を用意する工程は、ミネラル含有層に柔軟な複合材料の真空成形または熱
成形を可能にするのに十分な所定量の結合剤を与える工程を含むことを特徴とする請求項
３６に記載の方法。
【請求項４０】
　前記保管物品の配送または保管物品の展示の方法は、
　前記層を、華氏約３００度～華氏約３８５度の温度において約６６０ｃＰ～約１，４８
０ｃＰの粘度を有する接着剤で結合する工程を含む高温処理、
　または、前記層を、約２７．５℃～約３０℃の温度において約１，０００ｃＰ～約２，
１００ｃＰの粘度を有する接着剤で結合する工程を含む低温処理、
　ウレタンを含む接着剤の塗布、
　フェノール型、エポキシ型、アクリル型といった硬化性接着剤の塗布、
　ポリエステルポリオールまたはアクリレート化ポリポールおよび
　ポリイソシアネートの接着剤の組み合わせの塗布、
　特に上述の前記接着剤を用いたインライン押出積層、インフレーションフィルム積層を
用いるインライン製造方法を実行し、前記複合材料構造を用意する、
　ことによって、前記ミネラル含有層を繊維含有層に結合する工程を含むことを特徴とす
る請求項３６に記載の方法。
【請求項４１】
　結合フィルムを必要としない、少なくとも２つの層からなる複合材料構造であって、
質量で２０％未満の重合体（例えば、共重合体、単一重合体、単量体、ポリ乳酸および他
の酸、およびそれらの混合物）と、少なくとも５％の天然ミネラル含有物を含み、
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　ミネラル含有層に適用される、約４ミル～３０ミルのカリパスで非含侵ロール状のまた
はシート状の、非ミネラルな天然繊維の層（例えば、パルプ、セルロース繊維、綿、米、
布、バガスまたは紙繊維）を含み、
　全ての層は、ソリッド（solid）であり、カレンダ加工の必要のない対向する平坦な面
を有し、繊維含有層は、約２０～約１２８ポンド／１０００平方フィートおよび約１９５
～４２０ｇ／ｍ２の坪量、約４ミル～約３０ミルの厚み約１２５～約９００ＭＤおよび約
５５～約４００ＣＤの引っ張り強度を有し、
　結合剤とともに、熱せられていない、非金属の、または含侵ミネラルの層であるミネラ
ル含有層は、前記複合材料において融合しないロール状およびシート状の形状で複合材料
構造全体の１０重量パーセント以上を構成し、約１５～約２４０ポンド／１０００平方フ
ィートおよび約４０～約９００ｇ／ｍ２の坪量と、０．４～１．２ｇ／ｍ３の密度と、１
．５ミル～２４ミルのカリパスとを有し、有機ミネラル（例えば、珪藻土、重質炭酸カル
シウム、雲母、シリカ、ガラス、粘土、ゼオライト、スレート等、およびその混合物）を
含み、
　前記ミネラル含有層は、伸びを必要とせずに、前記繊維含有層の接触面全体にわたって
実質的に連続して結合され、
　前記複合材料構造は、実質的に合成物でない、融合されていない、混合されていない、
半透明でない、分散されていない、片状でない、配列されていない、熱可塑性ではない、
複合構造材料。
【請求項４２】
　柔軟な複合材料構造は、熱成形、加圧成形または真空成形によって保管物品の形状を形
成するのに十分な所定量の熱成形結合剤を、ミネラル含有層中に含んでいることを特徴と
する請求項４１に記載の複合材料構造。
【請求項４３】
　繊維複合材料構造は、実質的な耐湿性または防湿バリアを与えるように処理されている
ことを特徴とする請求項４１に記載の複合材料構造。
【請求項４４】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、生分解性含有物を有していることを特徴
とする請求項４１に記載の複合材料構造。
【請求項４５】
　堆肥可能な含有物を有することを特徴とする請求項４１に記載の複合材料構造。
【請求項４６】
　光分解可能な含有物を有することを特徴とする請求項４１に記載の複合材料構造。
【請求項４７】
　リサイクルされた含有物およびリサイクル可能な含有物を有することを特徴とする請求
項４１に記載の複合材料構造。
【請求項４８】
　繊維構造はポリコーティングされることを特徴とする請求項４１の複合材料構造。
【請求項４９】
　一つ以上の面が、水性または溶解性の熱融着コーティングによってコーティングされる
ことを特徴とする請求項４１に記載の複合材料構造。
【請求項５０】
　一つ以上の側は、エンボス加工された箔または金属化フィルムスタンピングを有するこ
とを特徴とする請求項４１に記載の複合材料構造。
【請求項５１】
　一つ以上の層は、波形にされることを特徴とする請求項４１に記載の複合材料構造。
【請求項５２】
　繊維含有層の繊維は、天然繊維材料だけを含むことを特徴とする請求項４１に記載の複
合材料構造。
【請求項５３】
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　繊維含有層の繊維は、合成繊維を含むことを特徴とする請求項４１に記載の複合材料構
造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
(関連出願の相互参照）
　本出願は２００８年１月１１日に出願された米国出願第１２／０１３，０７７号の一部
継続出願であり、この米国特許出願は、２００７年８月１８に出願された米国仮出願第６
０／６５９，６９０号の優先権を主張している。
【０００２】
　本発明は、一般に、小売り、ディスプレイ、および／または、配送製品包装といった保
管物品を製造するために用いる複合材料構造に関し、より詳細には、有意なミネラルおよ
び繊維含有物を有する複合材料構造に関し、この複合材料構造は天然繊維を含んでもよく
、非常に魅力的で、製造が効率的で、環境に優しい。
【背景技術】
【０００３】
　製品の小売りおよび配送目的のための包装および包装材料は、十分な耐久性があるよう
に通常は設計されており、この種の材料の信頼性の高い使用を可能とする。この種の包装
および材料の開発で検討された考慮は、それらに対する熱、火、裂け、しわ、すり減り、
および湿度への耐性を含み、同様に、齧歯動物および他の有害生物の侵入への耐性、窃盗
の阻止に対する包装と材料の能力を含む。それらの引っ張り強度および引き裂き強度もま
た考慮される。包装および包装材料は、製造するのに比較的安価であることも望ましく、
消費者にとって、外観、印刷品質、感触、および、製品イメージまたは連想を高めるのと
同様に製品の使用を促す接触、において十分魅力的であることが好ましい。
【０００４】
　しかしながら、小売りおよび配送での使用の要求に応ずるような十分な耐久性がありな
がら、消費者に魅力的でかつ製造が安価な包装製品をつくることは難しい。例えば、より
低いコストの包装を選択すると、保護構造が最小限の外層なため、窃盗を防止するために
十分に構成されていない。窃盗抑止力があまりない包装の例としては、一般のブリスター
パッケージ、カートンおよびボックスを折る消費者スタイル、および、収縮包装されたま
たは軟質フィルムスタイルの包装である。
クラムシェル・スタイル包装は、一般的に高度な規格の材料が用いられるため、窃盗に対
してより耐性のある包装の例である一方、そのような包装はより高いコストの材料を使用
するため通常はとても高価である。
【０００５】
　従来の包装製品に存在する更なる課題は、特に入手しやすいローコスト・レベルでは、
これらの製品が環境に優しい材料およびデザインを取り入れることができないということ
である。
環境に優しい材料は、生分解性、堆肥可能性、高再生含有物、リサイクル能力、といった
望ましい特性を有しており、また、以前の材料よりも製造時のエネルギー使用、汚染、温
室効果ガスの生成も少ない。この種の環境に優しい材料は、消費者および小売り業者から
ますます需要があり、材料の環境への悪影響を減らすことで製造業者にとって有益である
。
【０００６】
　上記に加えて、本願明細書において、「環境に優しい」とは、環境負荷をできる限りわ
ずかにするように考慮された商品をいう。また、「グリーン」、「エコブレンドリー」、
「自然に優しい」などと称してもよい。
【０００７】
　環境に優しい土類物質の例は、タルク、珪藻土、ミネラル含有層、雲母、シリカ、ガラ
ス、粘土、ゼオライト、およびスレートであり、それら全ては、結合剤と結びついて平ら
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なロールやシートを形成することが可能な材料である。このような高ミネラル含有材料は
、台湾、台北市のＴａｉｗａｎ　Ｌｕｎｇ　Ｍｅｎｇによる商標名Ｖｉａｓｔｏｎｅ、お
よび他の製造業者による他のミネラル含有材料を用いることができる。ミネラルベース材
料は、数ある中でも石灰石といった自然源から作ることが可能であり、生分解、光分解、
および堆肥可能であることがあり、製造に水は使用せず、ファイバーベース材料よりもよ
り少ないエネルギーおよびより少ない数の化学物質の使用ですむ。
【０００８】
　配送および／または小売り包装のためにしばしば使われる形態は、スペースが効率的、
丈夫で、窃盗耐性のあるカートンまたはボックス形状である。カートンまたはボックスの
包装は、板紙（例えば、クラフトボード、ボール紙、段ボール等）で構成され、丈夫で、
所望の箱形状を形成するように容易に機械加工（例えば、自動折り目付け、折りたたみ、
曲げ、打ち抜き、更には箱詰め）できる。残念なことに、この種の包装を形成するために
用いられる魅力的な板紙材料は多くのコストがかかり、高品質印刷に向いた表面をたいて
いは有しておらず、その結果、板紙のボックスやカートンは、しばしば、消費者の人目を
ひかない、洗練されていない工業製品的な外観を有している。また、より高品質なカート
ン用板紙は、かなりの量の漂白剤および化学薬品の使用が必要となる未使用繊維を含んで
いる。さらに、板紙のボックスおよびカートンは、熱、火、裂け、しわ、および、すり減
りに対してほとんど耐性がない。結局、大量のエネルギーおよび水の使用が、紙やボール
紙の機械加工に必要となる。
【０００９】
　ミネラル含有材料は、カートンおよび板紙と比較して大きな効果（特に１トンあたりの
コストにおいて）を示すとともに、容易に印刷可能な形状を与えることもできる。ミネラ
ル含有材料およびそれを含む生成物は、高密度であるとともに、低い収量と、剛性不足と
、ならびに、ＭＤ／ＣＤ繊維構造および強度を有している。したがって、製品の適切な加
工に必要な引っ張り強さおよび他の特性が不足した状態では、ミネラル含有材料およびそ
れを含む生成物の機械加工は容易ではない。これらの欠点のため、ミネラル含有材料は、
多くの場合、実質構造上の利点を有していないとされ、包装として適当な選択ではない。
【００１０】
　したがって、外観および感触に関して消費者にとって魅力的であると同時に丈夫でコス
ト効率が良い、小売りおよび／または配送用の包装について、従来技術ではニーズが残っ
ている。また、環境に優しい材料を含みおよび窃盗に対して耐性を有すると同時に丈夫で
魅力的な、小売りおよび／または配送用の包装についてニーズがある。さらには、製造段
階（例えば、折り目付け、折りたたみ、打ち抜き、熱または真空成形）または配送段階（
箱詰めおよび接着）のいずれかで容易に機械加工できる製品であって、魅力的な小売りお
よび／または配送用の製品の形成のための材料のニーズがある。また、魅力的な成果、も
しくはマーケティングの情報およびラベルが包装に形成できるように、良好な印刷面を有
する包装を提供するといったニーズがある。
【発明の開示】
【００１１】
　本願発明は、具体的には当該技術分野における上記に特定された不備に対処し、軽減す
るものである。この関連で、本願発明は、保管物品を少なくとも部分的にそれから加工す
るのに適した環境に優しい複合材に関する（例えば、小売りおよび／または配送包装）。
複合材料構造は、板紙層または他の層といった繊維含有層、および、繊維含有層を被覆す
る濃縮ミネラル含有層と、を含み、ミネラル含有層は、ミネラル含有層と繊維含有層との
間の界面において、繊維含有層の表面に沿って、実質的に連続して繊維含有層と接合され
ている。繊維含有層およびミネラル含有層は、形成される複合材料構造が少なくとも保管
物品の一部を形成するように成形可能なように、成形、サイズ調整、および製造がされる
。驚くべきことに、繊維含有層およびミネラル含有層から構成される複合材料構造は、繊
維含有層またはミネラル含有層単独の柔軟性および屈曲性よりも増加した高度な柔軟性お
よび屈曲性を有する。複合材料構造は、柔軟性に加えて、消費者にとって魅力的である、
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明るく魅力的な印刷面といった強化された特性も有する。複合材料構造は、更にそれら全
てが高耐久性、良好な防湿耐性および生分解性を有する収納ボックスおよびカートンとい
った、所望の保管物品形態への容易な機械加工を可能にする質量、剛性、引っ張り強度、
および他の特性を有する。本発明に係る他の態様においては、繊維含有層は、天然繊維の
みを含んでもよい。
【００１２】
　本発明に係る他の態様においては、複合材料構造は複合材料を形成するために選択され
た条件の下で繊維含有層にミネラル含有層を接合することによって形成される。例えば、
ミネラル層は、層に接着剤を塗布し、高温または低温接着処理において熱間層を互いに結
合することにより繊維含有層に固着される。
【００１３】
　本発明に係る更なる態様において、保管物品の形成に適したミネラル構造が提供され、
その構造は押し出されたまたは膨らんだミネラルを結合剤と共に含んでいる。ミネラル含
有構造は、複合材料層を形成するように成形可能なようにサイズ調整され、製造される。
【００１４】
　本発明に係るより詳細な態様において、複合材料構造は、小売りおよび／または配送目
的用のボックスまたはカートンの形状に形成される。複合材料構造は、容器袋、配達封筒
、ディスプレイまたは展示トレイ、間紙または切り取りペーパー、パレットカバー、波形
構造、および内部保護包装構成要素、および他の小売りおよび／または配送部品の形状に
形成されてもよい。
【００１５】
　更に他の詳細な態様において、結合フィルムを必要とせず、実質的には非合成物の、融
合された、混合された、半透明な、分散された、片状の、配列された、または熱可塑性の
、構造を含む、少なくとも二つの層の複合材料構造が提供される。複合材料構造は、質量
で２０％未満の重合体（例えば、共重合体、単一重合体、単量体、ポリ乳酸および他の酸
、およびそれらの混合物）と、少なくとも５％の天然ミネラル含有物を含み、フィルムの
伸びを必要とせずに、ミネラル含有層に適用される、約４ミル（ｍｉｌ）～３０ミルのカ
リパスを有する非含侵ロール状のまたはシート状の、非ミネラルな天然繊維の層（例えば
、パルプ、セルロース繊維、綿、米、布、バガスまたは紙繊維）を含み、全ての層は、丈
夫（solid）であり、カレンダ加工の必要のない対向する平坦な面を有し、繊維含有層は
、約２０～約１２８ポンド／１０００平方フィート（ｌｂｓ／１０００　ｓｑ．ｆｔ．.
）および約１９５～４２０ｇ／ｍ２の坪量、約４ミル～約３０ミルの厚み、約１２５～約
９００ＭＤおよび約５５～約４００ＣＤの引っ張り強度を有し、結合剤とともに、熱せら
れていない、非金属の、または含侵されたミネラルの層であるミネラル含有層は、前記複
合材料において融合しないロール状およびシート状の形状で全体の複合材料構造の１０重
量パーセント以上を構成し、約１５～約２４０ポンド／１０００平方フィートおよび約４
０～約９００ｇ／ｍ２の坪量と、０．４～１．２ｇ／ｍ３の密度と、１．５ミル～２４．
０ミルのカリパスとを有し、有機ミネラル（例えば、珪藻土、重質炭酸カルシウム、雲母
、シリカ、ガラス、粘土、ゼオライト、スレート等、およびその混合物）を含む。ミネラ
ル含有層は、伸びを必要とせずに、繊維含有層の接触面全体にわたって実質的に連続して
結合されている。
【００１６】
　更により詳細な態様において、柔軟な複合材料構造は、熱成形、加圧成形または真空成
形によって保管物品の形状を形成するのに十分な所定量の熱成形結合剤を、ミネラル含有
層中に含んでいる。繊維複合材料構造は、実質的な耐湿性または防湿バリアを与えるよう
に処理されている。ミネラル含有層および繊維含有層は、生分解性含有物を有している。
複合材料構造は、堆肥可能な含有物を有する。複合材料構造は、光分解可能な含有物を有
する。複合材料構造は、リサイクルされたおよびリサイクル可能な含有物を有する。繊維
構造は、ポリコーティングされる。複合材料構造は、一つ以上の面が、水性または溶剤性
の熱融着コーティングによってコーティングされる。一つ以上の側は、エンボス加工され
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た箔または金属化フィルムスタンピングを有する。一つ以上の層は、波形にされる。
【００１７】
　本発明は、添付図面に関連してなされる以下の好ましい実施例の詳細な説明から理解さ
れよう。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　共通の参照番号は、同様の要素を示すものとして、図面および詳細な説明の全体にわた
って使われる。
【００１９】
　以下に説明される詳細な説明は、現在好適である実施形態の説明を目的とするものであ
り、本願発明が構成または利用される形態のみを表すものではない。本説明は本願発明を
構成および機能させるための工程の機能および順序を説明する。ただし、同一または同等
の機能および順序は、異なる実施形態によっても実現されるものであり、またそのような
実施形態も本願発明の範囲内に含まれるものであることを理解されたい。
【００２０】
　例えば図３Ａおよび図３Ｂに示されている小売りおよび／または輸送用のパッケージと
して環境に優しく魅力的な保管物品２０が見出されており、そのような保管物品２０の少
なくとも一部は図１に示されている複合材料構造２２で構成されうる。
【００２１】
　この実施例においては、複合体は、繊維含有層２４と、繊維含有層を覆うミネラル含有
層２６とで形成される。本実施例のミネラル含有層２６は、繊維含有層と直接接合されて
いる。また、ミネラル含有層は、２つの層２４，２６の間の界面である繊維含有層２４の
表面２５に沿って実質的に連続して接合されており、それによって単一の複合材料構造を
形成している。形状、大きさ、ならびに、繊維含有層１４およびミネラル含有層２６の製
造、を含む複合材料構造２２の製造は、形成される複合材料構造２２が、保管物品２０の
製造をするのに適した引っ張り強さや生産に関連した特性と同様に、魅力的な柔軟性を有
するように制御されている。複合材料構造２２の柔軟性は、従来製品より実質的に改良さ
れている物品２０に魅力的な感触の良さを与える。また、複合材料構造２２は、他の成型
技術を用いるのと同様に、例えば、柔軟な複合材料構造に対して刻み目を付ける、折りた
たむ、折り目を付ける、型抜きする、の少なくとも一つによって、柔軟な複合材料構造２
２を機械加工することによって容易に所望の保管物品の部品に変形される。
【００２２】
　実施形態において、複合材料構造２２は、繊維含有層２４が複合材料構造２２とは別に
単独で使用された場合よりも柔軟性が増している。換言すれば、複合材料構造２２の形成
は、構造体を形成するために使用される繊維含有層２２自体の柔軟性よりも大きな柔軟性
を有する構造を与える。例えば、複合材料構造２２の柔軟性は、当業者にとって知られて
いる曲げ性および柔軟性の測定標準によって測定された場合に、繊維含有層２４単独の場
合の柔軟性よりも少なくとも約２０％高くてもよく、例えば、約５０％高くてもよい。こ
れらの測定標準は、ＡＳＴＭ　Ｄ２２８－０２、＃１０およびＡＳＴＭ　Ｄ６１２５－９
７（２００２）の測定標準を含み、その両方の標準は参照によりその全体が援用される。
【００２３】
　当業者に知られているように、「複合」材料は、２以上の物質あるいは異なる物理的特
性を有する複数の層から構成される材料であり、それぞれの物質あるいは層は、全体とし
て所望の特性に寄与しつつ個々の形態を維持している。「複合材料（composite）」とい
う用語は、特に、一方が欠けた場合のそれぞれの物質の添加の寄与よりも、それぞれの物
質が全体として所望の特性に大きく寄与する材料を示してもよく、実際、個々の単なる足
し合わせより顕著な特性を有する材料を生み出している。例えば、塗膜や薄膜、加熱され
伸ばして適合された薄膜を有する紙繊維や天然繊維、とりわけ、多くの方法で性能、環境
および構造特性を実質的に変化させない、保湿層や印刷適性および印刷品質の改良のため
に作られた紙繊維や天然繊維は、これとは対照的である。
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【００２４】
　特に本発明に係る柔軟な複合材料構造２２は、特定の坪量の規定物質、組成、構造特性
を有しており、その構造は、実質的に層２４，２６の間の界面全体に沿って直接接合され
ており、例えば、実質的に基層２４の表面２５全体にわたって連続し、単一の複合材料構
造を形成する。その結果生じた構造は、非常に異なる性能を有しており、従来の包装技術
以上の性能を発揮する。また、層２４，２６や複合材料構造２２の特性や製造は、結合さ
れる複合材料構造２２が、いずれかの材料単独の性能を超えて、従来技術の製造物によっ
て達成できない柔軟性や機械加工性を含む特性を有するように選択される。
【００２５】
　複合材料構造２２は、大きさ、形状、ならびに、ミネラル含有層２６および繊維含有層
１４の製造を、複合材料構造の製造工程と同様に制御することで形成できる。例えば、所
望の耐久性や機械加工性と同様に、所望の柔軟性や美観特性を有する改良された複合材料
構造２２を実現するために制御されるパラメータは、層２４，２６の厚み、坪量、密度、
引っ張り強さ、化学物質含有量の少なくとも一つを含む。
【００２６】
　実施形態において、ミネラル層２６の化学組成は、所望の特性を有する複合材料構造２
２をもたらすように制御される。ミネラル含有層２６は、好ましくは、最大８５重量％の
種々の型や組成のミネラル（無機物）からなっていてもよい。ミネラル含有層２６は、層
２６内でミネラルを結合するための媒質を供給するミネラル成分と混合される結合剤を更
に含んでいる。実施形態において、容易に機械加工できるとともに所望のレベルの柔軟性
を有する複合材料構造２２を提供するのに十分な、あるタイプの規定量の結合剤を、ミネ
ラル含有層２６に加えることができる。
【００２７】
　繊維含有層２４の組成もまた、所望の特性、例えば、構造２２の所望の柔軟性、剛性、
質量、厚さ、廃棄時の折りたたみおよび機械加工性、を有する複合材料構造２２を提供す
るために制御される。繊維含有層２４は、多くの天然繊維の少なくとも一つを含み、保管
物品２０を形成するために使用される製造方法に適した層の状態にする所望の引っ張り強
さや他の特性を有する。
【００２８】
　例えば、繊維含有層２４は、繊維板層の形状であってもよく、また板紙であってもよく
、例えば、様々な異なる種類の周知の板紙ロール材やシート材であってもよい。繊維板お
よび／または板紙材に適した例としては、被覆再生ボード（coated recycled boards：Ｃ
ＲＢ）および被覆されていない再生ボード（uncoated recycled boards：ＵＲＢ）、クレ
ーコート薄色黒板（clay coated light black boards：ＣＣＬＢ）および二重、三重の合
わせ板紙と同様に、例えば、再生折りたたみ式のボール紙（recycled folding boxboards
：ＲＦＢ）、漂白クラフトボード、Ｃ１Ｓ、Ｃ２Ｓの硬い漂白硫酸塩ボード（solid blea
ched sulfate boards：ＳＢＳ）などの無漂白クラフトボード、が含まれる。
【００２９】
　繊維含有層２４に用いられる繊維板および／またはボール紙は、一般的には主としてセ
ルロースおよび／または木材パルプに基づく繊維を含む。ただし、繊維板および／または
ボール紙はまた、所望の構造に合う他のタイプの天然繊維資源を含有してもよい。繊維含
有層２４も、望ましくは再生繊維および／または再生紙資源を高いレベルで含んでいる。
また、繊維のない木は、魅力的な環境の代替物を提供する。例えば、再利用された折りた
たみ式のボール紙、ならびに、コーティングおよびコーティングされていない再利用され
た板は、１００％再利用された資源を含むことができ、その中で最大３５重量％は使用済
みの再生含有物である。二重、三重の合わせ板紙は、高含有量の再生紙を有するコーティ
ングされた再生板紙であり、それぞれ、最大１００％の再生含有物や、９０％または９５
％を超える使用済み再生含有物を含むことができる。
【００３０】
実施形態において、繊維含有層は天然繊維だけからなる。他の実施形態において、繊維含
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有層は合成繊維を含んでもよい。
【００３１】
　層２６，２４の一つ以上の厚みは、結果として生じる複合材料構造２２にいくらからの
柔軟性および機械加工性を与えるようにも制御されることができる。層２４，２６の厚み
は、それらから形成される構造２２が容易に機械加工可能なようにも選択される。さらに
、層２６および２４の厚みは、所望の耐久性要求に関しても選択されており、非常に薄い
層についての他の実施形態において、層が厚くなることで耐久性を向上する。複合材料構
造２２の耐久性および機械加工性と同様に良好な柔軟性を与えるミネラル含有層２６の適
切な厚みは、例えば約１．５～３０ｍｉｌ（０．０３８～約０．７６２ｍｍ）までであっ
てもよい。ここで使用しているように、１「ｍｉｌ」は、１インチの１０００分の１であ
る。繊維含有層２４の適切な厚みは、使用されるボール紙のタイプの密度、剛性および引
っ張り強さによって変化する。例えば、Ｃ１ＳおよびＣ２ＳのＳＢＳボール紙、再利用さ
れた折りたたみ式のボール紙（箱材）、漂白および未漂白のクラフトボード、コーティン
グされたおよびコーティングされていない再生板紙、ならびに、折りたたみ式のボール紙
に対しての層の厚みは、約４ミル（ｍｉｌ）～約２８ミル（０．１～約０．７１１ｍｍ）
までであってもよく、二重および三重のボール紙のようなタイプに対しては約１２ミル～
約２３ミル（０．３１～約０．５８ｍｍ）までであってもよい。
【００３２】
　ミネラル含有層２６および繊維含有層２４の坪量および密度は、所望の属性を有する複
合材料構造２２を提供するのに選択されもする。繊維含有層２４およびミネラル含有層２
６の坪量および密度は、容易な機械加工性を持った複合材料構造２２を考慮に入れて選択
され、完成した複合材料構造２２は、軽すぎたり重すぎたりすると、例えば、折り目付け
、折りたたみ、打ち抜き、糊付けおよび箱詰め機械のような、普通紙やボール紙用機械の
操作には適さないこともある。ミネラル含有層２６の適切な坪量は、例えば、約１５ポン
ド／１０００平方フィート（ｌｂｓ／１０００ｆｔ２）～約２４０ポンド／１０００平方
フィートまででもよく、適切な質量は、約４０ｇ／ｍ２～約９００ｇ／ｍ２でもよい。繊
維含有層２４の適切な坪量は、約２６ポンド／１０００平方フィート～から約１３０ポン
ド／１０００平方フィートでもよく、あるいは、約２１０ｇ／ｍ２～約４５０ｇ／ｍ２で
もよい。例えば、Ｃ１ＳおよびＣ２のＳＢＳボード、再利用された折りたたみ式のボール
紙、無漂白のクラフトボード、コーティングされた再生板紙、コーティングしてない再生
板紙および折りたたみ式のボール紙に対しての適切な坪量は、約５３ポンド／１０００平
方フィート～約１２８ポンド／１０００平方フィートであってもよく、また、約２１０ｇ
／ｍ２～約４２０ｇ／ｍ２であってもよい。二重および三重の合わせ板紙を含む繊維含有
層２４に対しては、適切な坪量は、約４１ポンド／１０００平方フィート～１１０ポンド
／１０００平方フィートであってもよく、同様に、約２２５ｇ／ｍ２～約４５０ｇ／ｍ２

であってもよい。性能および物質の特性が所定の範囲に入るならば、他の天然繊維、例え
ばバガス、綿、パルプ、布などを用いることができる。
【００３３】
　繊維含有層２４は、また、結果として容易に機械加工されることができる複合材料構造
２２の形成をもたらす引っ張り強さ特性を有するように選択される。所望の引っ張り強さ
特性は、流れ方向（「ＭＤ」）または横方向（「ＣＤ」）において測定される板紙層２４
の引き裂き抵抗を含む。横方向（ＣＤ）は、一般的にボール紙のウェブ全体の方向として
定義され、すなわち、繊維板層２４の繊維の目に対して９０°の方向である。流れ方向（
ＭＤ）は、一般的に繊維板層２４の繊維の目と平行に流れる方向として定義される。ボー
ル紙材料のＭＤおよびＣＤの引っ張り強さは、ＡＳＴＭ　Ｄ５３４２－９７規格（テーバ
ータイプ（Taber-Type）試験規格とも呼ばれる）に従って測定され、当業者において周知
のように、本願明細書において参照によりその全体が援用される。「ＡＳＴＭ」は米国材
料試験協会を示しており、一般にはＡＳＴＭ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌをも示してい
る。
【００３４】
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　指定された範囲の中の引っ張り強さを有する材料は、最終的に保管物品の形状を与える
ために、ボール紙機械加工装置、例えば、自動折り目付け機、折りたたみ機、型抜き機お
よび成型機により処理できる。対照的に、適当な引っ張り強さ特性が不足している材料は
、標準のボール紙機械加工プロセスにとっては、もろすぎるか、固すぎるかもしれず、あ
るいはこれに対して弾性がありすぎるかもしれない。実施形態において、適切な板紙層２
４（例えば、前述の箱材、クラフトボードおよび再生板紙）は、約１２５～約９００ＭＤ
および約５５～約４００ＣＤの、ＡＳＴＭ　Ｄ５３４２－９７規格（テーバータイプ規格
）によって測定された引っ張り強さを有する。他の実施形態において、適切な板紙層２４
（例えば、二重または三重の板紙層２４）は、約１４４～約６８５ＭＤの、ＡＳＴＭ　Ｄ
５３４２－９７規格によって測定された引っ張り強さを有する。
【００３５】
　ミネラル含有層２６は、ボール紙に対して用いられる同様の規格によって測定されたＣ
ＤまたはＭＤの引き裂き強さの値を実質的に有しておらず、ＣＤまたはＭＤの剛性、直線
の折り目性能もしくは引っ張り強さに関して、通常は選択されない。ミネラル含有層での
相当する引っ張り強さの不足は、ボール紙や他の材料を成形して完成した保管物品を作る
ために通常用いられる標準加工処理に対しては、ミネラル含有層単独では不適切になるよ
うな特性の一つである。共押し出し法、多層積層および引き伸ばし用いた高含量ポリマー
材料および人工化合物が考えられる。しかしながら、押出インフレーションフィルム重合
体のコストおよび収率は、結合剤を有して保持されている地球上のミネラルのコストと比
較して費用の点から不利である。所定の分野の規格は、所定のミネラルや繊維の規格を用
いることで、一意的であり、完成した複合材料をコストや性能に対して最大化／最適化す
る。
【００３６】
　連続的に接着されているミネラル含有層およびボール紙層から形成される複合材料構造
２２は、機械加工性および柔軟性を含む、保管物品２０の形成に用いるのに適するような
材料特性を有する。実施形態において、複合材料構造２２は、一以上の表面２５，２７で
ミネラル含有層２６と直接接合された板紙層２４を含んでおり、例えば、保管箱や段ボー
ル箱用に適した二重あるいは三重の積層複合体を形成する。図２は、板紙層２４の上面２
５および下面２７に直接結合する第１および第２のミネラル含有層２６ａ，２６ｂを有す
る三重の積層複合材料構造示している。図１は、二重の積層複合体の一例を示している。
このような二重または三重の積層複合材料構造２２は、約６６ポンド／１０００平方フィ
ート～約１７５ポンド／１０００平方フィートの坪量、約２１６ｇ／ｍ２～約８８０ｇ／
ｍ２の密度、ＡＳＴＭ Ｄ５３４２－９７規格によって測定された場合の約１２５～約９
００ＭＤおよび約５５～約４００ＣＤの引っ張り強さ、および、約８ミル～約３２ミル（
０．２～約０．８１ｍｍ）の厚み、を有する。
【００３７】
　更に別の実施形態では、複合材料構造２２は、図９に例示されている間紙または切り取
りページ４４の形成のように、ミネラル含有層２６と結合した板紙層２４からなる多数の
シートを含む。このような多層複合材料構造２２は、約１９８ポンド／１０００平方フィ
ート～約５２５ポンド／１０００平方フィートまでの坪量、約６４８ｇ／ｍ２から約４６
４０ｇ／ｍ２までの密度、ＡＳＴＭ５３４２－９７規格によって測定された場合の約３７
５～約２７００ＭＤおよび約１６５から約１２００ＣＤの引っ張り強さ、および、約４５
ミルから約８０ミルまで（１．１４～約２．０ｍｍ）の厚み、を有することができる。比
較的重い間紙および切り取りページ４４を構成する多層複合材料構造２２は、軽量複合材
料構造と同程度には容易に機械加工できないかもしれないが、それでもなお、美観に訴え
るようにする改善された柔軟性を有し、機能に適するようにする十分なボール紙特性を持
っている。
【００３８】
　複合材料構造２２は、種々の異なる製造法を使用して製造されることができる。例えば
、複合材料構造２２を形成する方法は、ボール紙を所望の特性や厚みを有するシートに形
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成するフライス加工（milling）ステップを含んでもよく、得られたシートはロール上に
集められる。製造方法は、また、ミネラル含有層材料を所望の特性および厚みを有するシ
ートへ押出成形または押出積層するステップを含んでもよく、得られたシートをロールへ
集める。製造方法は、改良された複合材料構造２２を形成するために、ミネラル含有層２
６に直接板紙層２４を接合するステップを更に含むことができる。板紙層２４は、層２４
の一以上の表面（例えば、図１に示されている上面２５および下面２７、または一つの表
面のみ）の少なくとも一部がミネラル含有層２６で被覆されていてもよい。
【００３９】
　板紙層２４は、例えば、層２４および層２６を形成する一以上の材料を加圧したり、あ
るいは、層２４と層２６の間に接着剤を適宜塗布したりして、層２４と層２６をお互いに
固着することでミネラル含有層２６に接合される。実施形態において、柔軟な複合材料構
造２２は、層２４および層２６の間に追加の接着剤を用いることなく形成される。更に別
の実施形態では、接着剤は、板紙層２４の上面２５のような、層２４および層２６の一以
上の表面に塗布され、層２４と層２６とが互いに固着される。本実施形態において、表面
２５全体にわたって層２４および層２５の接合を確実にするために、板紙層２４およびミ
ネラル含有層２６の界面１９において、接着剤を実質的に表面２５全体に塗布してもよい
。層２４および層２６の接合が行われる条件は、表面２５の全長および全幅にわたって延
在する層２４および層２６との間の実質的に連続的な結合と同様に、層２４および層２６
が互いに最適の接着となるように選択される。例えば、層２４および層２６を結合するた
めの適切な熱塗布処理においては、約６６０ｃＰ～約１４８０ｃＰの粘性を有する接着剤
が、約３００°Ｆ（１４８．９°）～約３８５°Ｆ（１９６．１℃）の高温で一以上の層
２４および層２６に塗布される。層２４、層２６を結合するための適切な冷温塗布処理の
実施例においては、約１０００ｃＰから約２１００ｃＰまでの粘性を有する接着剤が、約
２７．５℃から約３０℃の温度で塗布される。
【００４０】
　最終的な複合材料構造２２は、表１に示すように改良された特性を有する。表から分か
るように、複合材料構造２２を形成する効果は、所望の引っ張り強さや、板紙や他の天然
繊維の特性に関連した他の機械的な処理が維持されることであり、それによって、標準的
な板紙の機械加工処理によって加工できる耐久性のある複合材料構造を提供できる一方、
美観に訴える複合材料構造２２の柔軟性をも達成し　その柔軟性は板紙材料単独の場合よ
りも大きい。
【００４１】
【表１】

【００４２】
　複合材料構造２２は、包装および保管物品２０のために用いられる非複合材板紙材料よ
りも優れた他の利点も有する。例えば、複合材料構造２２は、ミネラル含有層において使
用される結合剤に起因して、典型的な板紙材料よりも改良された防湿層を提供する。この
種の剤は、高密度ポリエチレン、バイオ重合体、重合体またはポリ乳酸を含んでもよい。
結合剤は、ミネラルとともに、引火点をかなり上げることによって、複合材料構造２２の
耐火性や耐熱性を改良する。高密度ポリエチレンのような重合体は、通常は一以上の添加
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剤の導入により、押し出し成形の間、光分解性のものであり、このような添加剤は、例え
ば、重合体の切断を生じさせうる紫外線に影響されるケトン基、あるいは、重合体の光酸
化を開始させる他の感光添加剤であり、結果として重合体の切断も引き起こす。繊維含有
層または板紙含有層の繊維が全て天然の場合、複合材料構造の生分解性は非常に増加する
。さらに、ミネラル含有層の密度の増加は、層を破りにくくするため、齧歯類の動物や他
の有害動物に対する防備の改善をもたらす。
【００４３】
　さらに、本願明細書において開示されているミネラル含有層および繊維含有層を有する
複合材料構造の密度の増加は、従来技術材料のコストの増加なしに強い窃盗抑止力をもた
らす。本発明に係る複合材料構造の密度の増加は、その組成によって、より大きなしわ抵
抗や静電気耐性をも提供する。
【００４４】
　複合材料構造２２は、ミネラル含有層２６の効果によって高級な印刷面２１も有する。
さらに、複合材料構造２２は、層２６を含むミネラル含有層はその製造に実質的に水を必
要としないため、類似の板紙材料よりも必要とする製造用の水が２５％から６５％少ない
と推定される。また、複合材料構造２２は、生分解性でない板紙を、例えば、Ｃ１Ｓおよ
びＣ２ＳのＳＢＳボール紙、非漂白のクラフトボードならびに折りたたみ式のボール紙の
ように、生分解性で堆肥にできるようにする。ミネラルはしばしば環境に優しい物質であ
るので、複合材料構造２２は、ミネラルおよび天然繊維については完全にリサイクル可能
であり、約３５％から約７５％までの再生繊維容量または再生紙容量を有することができ
、また、標準の板材材料よりも排気、ホルムアルデヒドおよび漂白剤について約２０％か
ら６５％減少する。
【００４５】
　ミネラル含有層２６および板紙層２４から構成される複合材料構造２２を、所望の保管
物品の形状に成形するために、様々な機械加工ステップが行われる。機械加工ステップは
、所望の形状に形成するための切断ステップおよび接着ステップと同様に、複合材料構造
２２を折りたたむ、曲げる、折り目を付ける、さもなくば成形または加圧するステップを
含むことができる。機械加工ステップは、製造の段階および配送の段階の一つ以上で行わ
れる。例えば、機械加工ステップは、配送用および／または保管用の物品２０に適した所
望の形状に複合材料構造２２を切断、折り目付けおよび折りたたむための製造の段階に行
われる。保管物品２０の流通の段階で、最終的な保管物品の形状にするために、例えば、
カートンやボックスの製造の場合は箱詰めステップのように、接着および成形ステップが
行われる。
【００４６】
　更なる実施形態において、個々の材料および／または柔軟な複合材料構造２２は、圧力
、熱または真空の下で成形によって保管物品２０用の所望の形状に形成される。例えば、
真空プロセスにおいて、一以上の材料および複合材料は、真空力の下で、型に圧入される
。そして、材料あるいは複合材料は型に合った形状が採用される。別の実施例として、熱
成形プロセスにおいて、材料および／または複合材料は、所望の形状となるまで材料を変
形させるために、型に対して押圧しながら加熱される。この種の成形によって、柔軟な複
合材料構造２２が、丸いまたは湾曲した形状を含む所望の形状になる。真空成形プレス６
０の例が図１１に示されており、図１１は、上面プレス板６２ａおよび下面プレス板６２
ｂ、型６４を示しており、柔軟な複合材料構造２２はプレス板６２ａ，６２ｂおよび型６
４の間に置かれ、そして型に対してプレス板６２ａ，６２ｂの間の真空を利用することで
型が真空加圧される。構造２２の柔軟性はまた、加熱または真空を必要とすることなく、
最終的な部品形状を形成するために種々の折りたたみや折り目付けのステップが行われる
ことを許容する。様々な成型および／または成形ステップの組み合わせもまた、様々な切
断および成形ステップ、ならびに追加的な装飾や機能部品を固着するためのステップと同
様に、最終的な保管物品２０を形成するために行われる。また、一つ以上の複合材料構造
２２は、所望の収納品の構成要素３３を形成するために、お互いに積み重ねられる、また
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は、固着される。
【００４７】
　実施例において、保管物品２０（例えば、部分的に印刷されている図４に示される小売
り包装２０および図５に示される配送包装２０の少なくとも一つ）を形成するために用い
られる複合材料構造２２では、例えば、広告あるいはその中に含まれる製品の中身につい
て印刷がされている。例えば、保管物品２０は、ミネラル含有層または層２６（図１およ
び図２）の一方または両方の面に印刷できる（例えば、印刷面２１、および／または、二
つのミネラル含有層２６がある図２に示される板紙層２４の一方または両方の面のいずれ
か）。印刷は、周知の印刷技術（例えば、フレキソ印刷およびリソグラフィ印刷）によっ
て行われる。ミネラル含有層２６を有する複合材料構造２２を備えた保管物品２０は、顧
客に製品および内容に関する重要な情報を伝達するのと同様に、製品の消費需要を増やす
ために魅力的に、明るく印刷可能である。本実施形態において、印刷ステップは、プリン
タにおいてベース材料またはミネラル含有材料を供給するステップを含む。プリンタは材
料の一つまたは多数の表面に印刷でき、同じ材料がまた、同じあるいは次のプリンタを通
って送られる。
【００４８】
　図１および図２に示すように、ミネラル含有層２６または各層は、それぞれ高品質な印
刷表面２１（図１）および印刷表面２３（図２）を有する。これらの図における表面は、
要求されるテキストまたはグラフィックスのために認められるインクを用いることができ
る。本実施形態において、印刷面２１および印刷面２３は、外部表面または複合材料構造
２２の表面を含んでおり、他のいかなるタイプの層によっても被覆されていない。しかし
ながら、印刷面は、エンボス加工された箔や金属化フィルムスタンピングや他のこのよう
な材料に対応してもよい。
【００４９】
　実施形態において、複合材料構造２２は、例えば図３および図４に示されている小売り
および配送の少なくとも一方のためのボックス２８を構成する構成部分３３の形状に形成
される。ボックス２８は、立方体、長方形または他のボックス形状（小売りまたは配送製
品を含む大きさ）の形であってもよい。実施形態において、ボックス２８は、柔軟なシー
トの形態で複合材料構造２２を準備することによって形成される。例えば、前述の機械加
工ステップおよび他の処理ステップ、構造体を切断し所望の形状にするステップ、そして
、シートを折りたたみおよび／またはシートに折り目を付けるステップが、手動または、
自動箱詰め処理といった機械によって行われ、最終的な三次元のボックス形状を形成する
。図４に示した実施形態において、複合材料構造２２は、折り重なっている蓋部３９Ｃと
同様に底壁および側壁３９ａ，３９ｂを含むボックスの壁３９を構成する。高い柔軟性を
有する複合材料構造２２から構成されるボックス２８は、魅力的でさわると気持ちのよい
、滑らかでしなやかな感触を有する一方、店の棚やディスプレイにおける小売りでの使用
ができるように十分頑丈で耐久性がある。
【００５０】
　実施形態において、ボックス２８の柔軟性は、ボックスを容易に折りたたむことができ
、そして、ボックス形状２８に展開できるものである。それによって、ユーザーがボック
ス２８を展開した状態で保管することができ、その上、使用のために必要な時にすばやく
ボックスの形状に折ることができる。
製品の配送または保管用のパレットのようなボックス２８は、縦においてもあるいはボッ
クス２８を積み重ねても十分耐えられるほど頑丈でもある。実施形態において、濃縮炭酸
カルシウム含有材料によって高められたボックスの光沢および輝きと同様に　ボックス２
８の魅力的な感触は、香水、化粧品および宝石の小売りといった、小売り包装全体の魅力
が重要とされるハイエンドで贅沢な製品の小売りに特に適している。
【００５１】
　更に別の実施形態では、複合材料構造２２は、図５で示すようにＵＰＳ、ＦＥＤＥＸ、
ＵＳＰＳなどによって文書や他の物を配達するのに用いられる封筒といった、配達封筒３
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４の一部を構成する。複合材料構造２２は、開いている封筒を配送のために封止する接着
剤や取り付け用無頭釘といった封止部を除いて、封筒構造の一部または全部をも形成する
ように用いられてもよい。そして、複合材料構造２２は、折る工程、折り目を付ける工程
および接着工程の一連の工程を用いて組み立てられ、所望の封筒の形状を作成する。複合
材料構造２２は、文書や他の物を容易に封筒内に収容できるのに望ましいように十分に柔
らかいとともに、配達封筒３４の引き裂き、ひっかけ、破れに耐えるのに十分に頑丈でも
ある。複合材料構造２２から構成される配達封筒３４は、改良された複合材料構造２２を
有しない従来の配達封筒３４よりも非常に多くの利点を提供する。例えば、複合材料構造
を有する配達封筒３４は、上述のように向上した耐湿性を与えるとともに、包装への非常
に魅力的な印刷を可能にもするため、内容に関する説明、配送の指示または広告を封筒に
印刷できる。これは、紙封筒といった従来の封筒とは対照的である。従来の紙封筒は、通
常は耐水性または容易な印刷性のいずれか一方を有するように作られており、非常に魅力
的で容易な印刷が可能な耐湿性のある丈夫な表面を、ミネラル含有複合材層２６（図１）
を備える封筒の場合のようには、通常有していない。
【００５２】
　複合材料構造２２を有する保管物品２０の他の実施形態は、図６Ａ～図６Ｇに示すよう
に、陳列トレイ３６および他の販売ディスプレイ３８を含む。例えば、図６Ａおよび６Ｆ
に示す実施形態では、複合材料構造２２は、小売りのために製品を入れて陳列することが
できる陳列トレイ３６の形状となるように、切断され、形成され、折られる。トレイ３６
は、所望の数の物を入れるために壁や底の大きさが設定されており、図６Ａに示すように
切り抜きを含んでもよく、あるいは、トレイ３６に物を入れる他の陳列配置を有してもよ
い。図６Ｂ～図６Ｅおよび図６Ｇは、複合材料構造２２から形成されるか、または、ミネ
ラル含有材料を有する複合材料構造２２を含む、ディスプレイ３８の実施形態を示す。例
えば、図６Ｂ～図６Ｄに示した実施形態において、複合材料構造２２はディスプレイ３８
の一部を構成するように形成され、あるいは、成形される。複合材料構造２２は、熱成形
または真空成形によるのと同様に曲げまたは折ることによってディスプレイ３８の所望の
一部を構成するように成形される。
【００５３】
　図６Ｂ、図６Ｄおよび図６Ｅに示される実施形態は、印刷され、折られ、接着された複
合材料構造２２の部分で構成されたディスプレイケースを示す。図６Ｃに示される実施形
態は、複合材料構造２２で構成されたディスプレイの正面および背面の半分を真空成形に
よって所望の形状に成形されたディスプレイ３８を示す。複合材料構造２２は、図６Ｃの
実施形態に示されているような丸い部分４０を形成するために、真空成形技術または熱成
形技術によって成形されるのに望ましいように十分しなやかであり、他の製品と同様に魅
力的なディスプレイ３８にとって特に好ましい。図６Ｇは、複合材料構造２２がディスプ
レイトレイ３６を有するディスプレイ３８を形成するのに用いられている実施形態を示す
。複合材料構造２２から構成され、さもなければ複合材料構造２２を含むディスプレイ３
８および陳列トレイ３６は、非常に魅力的で耐湿性のあるディスプレイおよびトレイを提
供し、小売りや広告目的で明るく魅力的に印刷でき、そして、高い耐傷性がある。複合材
料構造２２は、例えば構造２２を折る、または成形する、または他の機械加工をすること
によって、所望の小売り形態に都合よく成形でき、このようにして、非常に適応性が高い
材料を、向上した小売りディスプレイでの使用に提供する。
【００５４】
　複合材料構造２２の他の用途は、波形構造４２を形成するための用途を含み、それらの
実施形態は図７および図８に示されており、同様に、間紙または切り取りページもしくは
保護用トップパレットカバー４４の形成は、その実施形態が図８に示されており、内部の
保護包装構成要素４８の場合は、その実施形態が図９に示されており、また、成形された
内部の保護包装構成要素は、それらの実施形態が図１１に示されるプレス機６０の使用に
よって形成されてもよい図７および図８に示されている実施形態において、波形溝５０は
、上部シート５２ａおよび下部シート５２ｂに挟まれており、波形箱および他の類似の適
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用品の形成に適した波形構造４２を形成する。一つ以上の溝５０およびシート５２ａ，５
２ｂは、複合材料構造２２で構成されてもよく、前述のように、耐湿性および有害な小動
物への耐性と同様に波形構造４２の柔軟性を改良する。加えておよび／または代わりに、
複合材料構造２２は、溝５０といった波状の部分の上にある板紙層２４を覆うミネラル含
有層２６（図１）を含んでもよい。例えば、図７に示すように、複合材料構造２２は、上
部シート５１ａおよび下部シート５１ｂの少なくとも一つに対応するとともに、溝ひだ５
０を含む波形材料の一部である板紙層２４を含んでもよく、基層２４は、ミネラル含有層
２６を含む上部シート５２ａおよび下部シート５２ｂの少なくとも一つで被覆されている
。
【００５５】
　図９に示した実施形態において、複合材料構造２２は、保管製品または配送製品用に、
間紙または切り取りページ４４に形成され、切り取りページ４４は、ま保護用トップパレ
ットカバーとして用いるために切り目を入れる、または、折ることもできる。図８に示す
ように、複数の複合材料シート４４は、互いに接着され、多層構造６８（例えば、多層切
り取りページ４４）を構成する。
【００５６】
　図１０に示される実施形態において、内部の保護包装構成要素４８は、配送包装の中の
ものを守るため、さもなければ配送包装の中で物を保持して保護するために適した形状に
成形される複合材料構造２２を含み、あるいは、包装内の隙間を満たすため、配送の間の
壊れ物を安定および保護するために適した形状に成形される複合材料構造２２を含む。複
合材料構造２２は、所望の形状に成形され、例えば上述したような衝撃吸収材料５６の上
に配置される。これらの実施形態において使用される複合材料構造２２は、構造体の外観
や感触を改善するのと同様に所望の構造体の形成を可能とする柔軟性の向上を含む、上述
のような効果を与える。構造２２は、上述のように、改良された耐湿性、耐窃盗性および
有害な小動物への耐性をも有するとともに、良好な耐火性および耐熱性も維持している。
構造２２は更に、取扱説明書または広告を製品に印刷できるように、その表面に高品質な
印刷ができる。複合材料構造２２（図1）は、保管物品の形成に適するような柔軟性およ
び引っ張り強さといった特性を有しており、このような保管物品は、他と同様に本明細書
で示され、述べられているものを含んでいる。
複合材料構造２２は、柔軟なように、また、多数のタイプの保管物品を形成するように成
形可能なように、成形、サイズ調整、機械加工がされる。
【００５７】
　本願明細書において、非ミネラル天然繊維は、ウールやシルクといった動物繊維、およ
び、綿やセルロースといった植物繊維を含む。
【００５８】
　本発明において複合体が提供されるという点で、本発明は従来技術のコーティングとは
異なる。本願明細書において、コーティングは、それが適用される材料にコーティングが
適合するような、他の材料に適用される材料である。複合材層は、構造体の他の材料の表
面の大きさや形状と同じではない。複合材層は、それ自身の固有の形状および形態を有す
る層として、一つ以上の他の層と組み合わされ、改良されたまたは大きく変えられた構造
上および強度上の特性を備えた新規な複合体材料を形成する。
【００５９】
　本発明の更なる変形および改良もまた当業者にとって明らかであろう。本願明細書にお
いて例示され説明されている構成要素およびステップの特定の組み合わせは、本発明のあ
る態様を単に表すことを目的としているにすぎず、本発明の精神および範囲内で択一的に
装置や方法を限定することを意図していない。この線に沿って、柔軟な複合材料構造２２
を有する保管物品２０は、公知またはその後に開発された任意の様々な形態を採用できる
と理解されるべきであり、さらには、新たに構成された小売りおよび／または配送包装と
いった、既存または新規な構成の保管物品２０も本発明の範囲に含むことを意図している
。また、板紙層２４およびミネラル含有層２６が様々な異なる材料（例えば特に記載され
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ならない。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明に係る繊維含有層および繊維含有層に直接結合され繊維含有層を覆うミネ
ラル含有層を有する複合材料構造の断面側面図であり、複合材料構造の外面となるミネラ
ル含有層の面は印刷をすることができる。
【図２】図１と同様の本発明に係る複合材料構造の断面側面図であるが、繊維含有層に直
接結合され繊維含有層を覆うように、繊維含有層の対向する側にそれぞれ第１および第２
のミネラル含有層を有しており、複合材料構造の第１および第２の外面となる各ミネラル
含有層の面は印刷をすることが可能であり、第１の外面と第２の外面のどちらも他の何ら
かの材料によって覆われていない。
【図３】図１または図２に示される複合材料構造で形成された保管ボックスの斜視図であ
る。
【図４】図３とは異なる保管ボックスの斜視図であり、図１または図２に示される複合材
料構造の上部を保管容器を閉じるために曲げており、小売りボックスとして利用できる。
【図５】図１または図２に示される複合材料構造から形成される配達封筒の正面図であり
、配達封筒は文書や他の品目の配送に使用できる。
【図６Ａ】図１または図２に示される複合材料構造から形成された、曲げ部、切断部およ
び印刷部を有する小売りディスプレイおよび展示トレイの実施態様の斜視図である。
【図６Ｂ】図１または図２に示される複合材料構造から形成された、曲げ部、切断部およ
び印刷部を有する小売りディスプレイおよび展示トレイの実施態様の斜視図である。
【図６Ｃ】図１または図２に示される複合材料構造から形成された、曲げ部、切断部およ
び印刷部を有する小売りディスプレイおよび展示トレイの実施態様の斜視図である。
【図６Ｄ】図１または図２に示される複合材料構造から形成された、曲げ部、切断部およ
び印刷部を有する小売りディスプレイおよび展示トレイの実施態様の斜視図である。
【図６Ｅ】図１または図２に示される複合材料構造から形成された、曲げ部、切断部およ
び印刷部を有する小売りディスプレイおよび展示トレイの実施態様の斜視図である。
【図６Ｆ】図１または図２に示される複合材料構造から形成された、曲げ部、切断部およ
び印刷部を有する小売りディスプレイおよび展示トレイの実施態様の斜視図である。
【図６Ｇ】図１または図２に示される複合材料構造から形成された、曲げ部、切断部およ
び印刷部を有する小売りディスプレイおよび展示トレイの実施態様の斜視図である。
【図７】図１または図２の複合材料構造から一部が形成された波形構造の断面側面図であ
る。
【図８】図７に示す波形構造の一部を切り取った斜視図である。
【図９】図１または図２に示す複合材料構造から形成され、パレットカバーとして使用で
きる切り取りページまたは間紙の斜視図である。
【図１０】衝撃吸収材料へ成形された複合材料構造を有する内部保護包装構成要素の断面
側面図である。
【図１１】複合材料構造を保管容器の形状に成形するのに適した真空形成装置の分解斜視
図である。
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【図８】

【図９】
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【図１０】

【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月20日(2009.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量で２０％未満の重合体および少なくとも５％の天然ミネラル含有物を含む複合材料
構造は、
　約４ミル（ｍｉｌ）～３０ミルのカリパスを有する非含侵ロール状のまたはシート状の
天然繊維から形成され、ソリッド（solid）であり、対向する平坦な、カレンダ加工の必
要のない接触面を有する繊維含有層であって、約２０～約１２８ポンド／１０００平方フ
ィート（ｌｂｓ／１０００ｆｔ２）および約１９５～４２０ｇ／ｍ２の坪量、約４ミル～
約３０ミルの厚み、ならびに約１２５～約９００ＭＤおよび約５５～約４００ＣＤの引っ
張り強度を有する繊維含有層と、
　熱せられていない、非金属の、または含侵されたミネラルから形成され、結合剤ととも
に、ミネラル複合材料を形成するミネラル含有層であって、前記複合材料において融合し
ないロール状およびシート状の形状で複合材料構造全体の１０重量パーセント以上を構成
し、約１５～約２４０ポンド／１０００平方フィートおよび約４０～約９００ｇ／ｍ２の
坪量と、０．４～１．２の密度と、１．５ミル～２４ミルのカリパスとを有し、有機ミネ
ラルを含むミネラル含有層と、
　を含み、
　前記ミネラル含有層は、伸びを必要とせずに、繊維含有層の接触面全体にわたって実質
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的に連続して結合されることを特徴とする複合材料構造体。
【請求項２】
　前記繊維含有層および前記ミネラル含有層は、該繊維含有層および該ミネラル含有層か
ら形成される複合材料構造が保管物品になるように、機械加工され、サイズ調整され、製
造されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項３】
　前記複合材料構造は、前記繊維含有層単独の柔軟性よりも１０％高い柔軟性を有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項４】
　前記複合材料構造は、第１および第２の両方の包装用途を有することを特徴とする請求
項１に記載の複合材料構造。
【請求項５】
　前記ミネラル含有層は、熱成形、加圧成形、または真空成形により、ミネラル含有層を
含む保管物品が、選択された形状に形成されるように十分な所定量の熱成形結合剤を含む
柔軟なミネラル複合材料であることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項６】
　前記ミネラル複合材料は、十分な耐湿性を提供するように処理されていることを特徴と
する請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項７】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、生分解性含有物を有することを特徴とす
る請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項８】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、堆肥可能な含有物を有することを特徴と
する請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項９】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、光分解可能な含有物を有することを特徴
とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１０】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、リサイクルされた含有物およびリサイク
ル可能な含有物を有することを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１１】
　前記繊維含有層は、ポリコーティングされていることを特徴とする請求項１に記載の複
合材料構造。
【請求項１２】
　１以上の面は、クレイコーティングされていることを特徴とする請求項１に記載の複合
材料構造。
【請求項１３】
　静電気耐性であることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１４】
　前記複合材料構造の引火点は、主に繊維構造だけのものよりも高いことを特徴とする請
求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１５】
　主に繊維構造だけのものよりも齧歯動物への耐性が高いことを特徴とする請求項１に記
載の複合材料構造。
【請求項１６】
　主に繊維構造だけのものよりも、窃盗耐性が高いことを特徴とする請求項１に記載の複
合材料構造。
【請求項１７】
　主に繊維構造だけのものよりも、防しわ性が高いことを特徴とする請求項１に記載の複
合材料構造。
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【請求項１８】
　１以上の面が、水性または溶剤性の熱融着コーティングによってコーティングされるこ
とを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項１９】
　１以上の面が、エンボス加工された箔または金属化フィルムスタンピングを有すること
を特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２０】
　１以上の層が、波形形状に形成されていることを特徴とする請求項１に記載の複合材料
構造。
【請求項２１】
　主に繊維構造だけのものよりも、おおよそ１０％から３０％製造時の水の使用が少ない
材料から形成されていることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２２】
　主に繊維構造だけの製造時よりも、ホルムアルデヒドおよび漂白剤の使用および排出を
１０％から３０％節約することを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２３】
　前記ミネラル含有層は、高密度ポリエチレン、バイオポリマー、ポリマーおよびポリ乳
酸から構成される群のうち少なくとも一つから選択されるミネラル層結合剤を含むことを
特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２４】
　前記繊維含有層は、漂白クラフトボード、未漂白クラフトボード、再生折りたたみ式ボ
ール紙、折りたたみ式ボール紙、コーティングされた再生板材、およびコーティングされ
ていない再生板材から構成される群のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項
１に記載の複合材料構造。
【請求項２５】
　約６６～１７５ポンド／１０００平方フィートおよび約２１６～８８０ｇ／ｍ２の坪量
と、約８ミル～約３６ミルの厚み、ならびに約１２５～約９００ＭＤおよび約５５～約４
００ＣＤの引っ張り強度を含むことを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２６】
　約１９８～５２５ポンド／１０００平方フィートおよび約６４８～２６４０ｇ／ｍ２の
坪量と、約４５ミル～約８０ミルの厚み、ならびに約３７５～約２７００ＭＤおよび約６
４８～約２６４０ＣＤの引っ張り強度を含むことを特徴とする請求項１に記載の複合材料
構造。
【請求項２７】
　前記複合材料構造は、
　前記繊維含有層をフライス加工（milling）する工程と、
　前記ミネラル含有層を押し出しする工程と、
　前記層を、約１４８℃（華氏３００度）～約１９６．１℃（華氏３８５度）の温度にお
いて約６６０ｃＰ～約１，４８０ｃＰの粘度を有する接着剤で結合する工程を含む高温処
理、
　前記層を、約２７．５℃～約３０℃の温度において約１，０００ｃＰ～約２，１００ｃ
Ｐの粘度を有する接着剤で結合する工程を含む低温処理、
ウレタンを含む接着剤の塗布、
　フェノール型、エポキシ型、アクリル型といった硬化性接着剤の塗布、
ポリエステルポリオールまたはアクリレート化ポリポールおよびポリイソシアネートの接
着剤組み合わせの塗布、
　または、特に上述の前記接着剤を用いたインライン押出積層の実行、
　のいずれかを実行することで、前記ミネラル含有層を繊維含有層に結合する工程と、
　により形成され、
　前記複合材料構造は保管物品を形成するために機械加工が可能であることを特徴とする
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請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２８】
　前記構造は、保管物品に形成されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項２９】
　前記構造は、パレットシート、間紙または切り取りページに形成されることを特徴とす
る請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項３０】
　前記構造は、小売りディスプレイまたはボックスに形成されることを特徴とする請求項
１に記載の複合材料構造。
【請求項３１】
　前記構造は、配達封筒に形成されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項３２】
　前記構造は、波形形状に形成されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項３３】
　製品の配送または小売りその他の販売のための製品の展示に用いられる複合材料構造で
あって、
　前記繊維含有層およびミネラル含有層を保管物品へ成形およびサイズ調整する工程と、
　前記保管物品の中に製品を配置する工程と、
　前記保管物品を配送または小売りその他の販売のための前記保管物品を展示をする工程
と、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項３４】
　前記繊維含有層およびミネラル含有層を保管物品へ成形およびサイズ調整する工程は、
　前記繊維含有層およびミネラル含有層を小売りボックスまたは配送ボックスの少なくと
も一つの形状へ形成する工程を含むことを特徴とする請求項３３に記載の複合材料構造。
【請求項３５】
　前記繊維含有層およびミネラル含有層を保管物品へ成形およびサイズ調整する工程は、
　柔軟な複合材料構造を保管物品へ折りたたむおよび折り目を付ける工程の少なくとも一
つを含むことを特徴とする請求項３３に記載の複合材料構造。
【請求項３６】
　保管物品への複合材料の真空成形または熱成形を可能にするのに十分な所定量の結合剤
をミネラル含有層に与える工程を更に含むことを特徴とする請求項３３に記載の複合材料
構造。
【請求項３７】
　インライン押出積層またはインフレーションフィルム積層を用いるインライン製造方法
を実行する工程によって形成されることを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造
【請求項３８】
　結合フィルムを必要としない、少なくとも２つの層からなる複合材料構造であって、
　質量で２０％未満の重合体（例えば、共重合体、単一重合体、単量体、ポリ乳酸および
他の酸、およびそれらの混合物）と、少なくとも５％の天然ミネラル含有物を含み、
　ミネラル含有層に適用される、約４ミル～３０ミルのカリパスで非含侵ロール状のまた
はシート状の、非ミネラルな天然繊維の層（例えば、パルプ、セルロース繊維、綿、米、
布、バガスまたは紙繊維）を含み、
　全ての層は、ソリッド（solid）であり、カレンダ加工の必要のない対向する平坦な面
を有し、繊維含有層は、約２０～約１２８ポンド／１０００平方フィートおよび約１９５
～４２０ｇ／ｍ２の坪量、約４ミル～約３０ミルの厚み約１２５～約９００ＭＤおよび約
５５～約４００ＣＤの引っ張り強度を有し、
　結合剤とともに、熱せられていない、非金属の、または含侵ミネラルの層であるミネラ
ル含有層は、前記複合材料において融合しないロール状およびシート状の形状で複合材料
構造全体の１０重量パーセント以上を構成し、約１５～約２４０ポンド／１０００平方フ
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ィートおよび約４０～約９００ｇ／ｍ２の坪量と、０．４～１．２ｇ／ｍ３の密度と、１
．５ミル～２４ミルのカリパスとを有し、有機ミネラル（例えば、珪藻土、重質炭酸カル
シウム、雲母、シリカ、ガラス、粘土、ゼオライト、スレート等、およびその混合物）を
含み、
　前記ミネラル含有層は、伸びを必要とせずに、前記繊維含有層の接触面全体にわたって
実質的に連続して結合され、前記複合材料構造は、実質的に合成物でない、融合されてい
ない、混合されていない、半透明でない、分散されていない、片状でない、配列されてい
ない、複合構造材料。
【請求項３９】
　柔軟な複合材料構造は、熱成形、加圧成形または真空成形によって保管物品の形状を形
成するのに十分な所定量の熱成形結合剤を、ミネラル含有層中に含んでいることを特徴と
する請求項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４０】
　繊維複合材料構造は、実質的な耐湿性または防湿バリアを与えるように処理されている
ことを特徴とする請求項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４１】
　前記ミネラル含有層および前記繊維含有層は、生分解性含有物を有していることを特徴
とする請求項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４２】
　堆肥可能な含有物を有することを特徴とする請求項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４３】
　光分解可能な含有物を有することを特徴とする請求項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４４】
　リサイクルされた含有物およびリサイクル可能な含有物を有することを特徴とする請求
項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４５】
　繊維構造はポリコーティングされることを特徴とする請求項３８の複合材料構造。
【請求項４６】
　一つ以上の面が、水性または溶解性の熱融着コーティングによってコーティングされる
ことを特徴とする請求項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４７】
　一つ以上の側は、エンボス加工された箔または金属化フィルムスタンピングを有するこ
とを特徴とする請求項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４８】
　一つ以上の層は、波形にされることを特徴とする請求項３８に記載の複合材料構造。
【請求項４９】
　繊維含有層の繊維は、天然繊維材料だけを含むことを特徴とする請求項３８に記載の複
合材料構造。
【請求項５０】
　繊維含有層の繊維は、合成繊維を含むことを特徴とする請求項３８に記載の複合材料構
造。
【手続補正書】
【提出日】平成22年4月21日(2010.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　２０％未満の重合体と、天然ミネラル含有物とを含み、質量で約５２５ポンド／１００
０平方フィート（ｌｂｓ／１０００ｓｑ．ｆｔ．）以下の坪量の複合材料構造であって、
　天然繊維から形成される、最小４ミル（ｍｉｌ）～３０ミルの厚みを備え、ソリッド（
solid）であり、対向する平坦な接触面を有する、少なくとも一つの繊維含有層であって
、約２０～約１２８ポンド／１０００平方フィート（ｌｂｓ／１０００ｓｑ．ｆｔ．）の
最小質量と、約１２５～約９００ＭＤおよび約５５～約４００ＣＤの最小引っ張り強度と
、を有する少なくとも一つの繊維含有層と、
　結合剤とともに、ミネラル複合材料を形成するミネラルで形成される有機ミネラル含有
層であって、約１５～２４０ポンド／１０００平方フィート（ｌｂｓ／１０００ｓｑ．ｆ
ｔ．）の最小坪量を有する有機ミネラル含有層と、
　を含み、
　前記ミネラル含有層は、伸びを必要とせずに、前記繊維含有層の接触面全体にわたって
実質的に連続して結合されることを特徴とする複合材料構造。
【請求項２】
　前記複合材料構造は、一つ以上の層として、織られたまたは不織の網目状の補強材、例
えばスクリム（scrim）を含むことを特徴とする請求項１に記載の複合材料構造。
【請求項３】
　前記ミネラル含有層は、熱成形、加圧成形、または真空成形により、前記ミネラル含有
層を含む保管物品を、選択された形状に形成されるように十分な所定量の熱成形結合剤を
含む柔軟なミネラル複合材料を有することを特徴とする請求項１または２に記載の複合材
料構造。
【請求項４】
　１以上の面は、クレイコーティングされることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
１項に記載の複合材料構造。
【請求項５】
　前記ミネラル含有層は、高密度ポリエチレン、バイオポリマー、ポリマーおよびポリ乳
酸から構成される群のうち少なくとも一つから選択されるミネラル層結合剤を含むことを
特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の複合材料構造。
【請求項６】
　前記繊維含有層は、約４０～１７５ポンド／１０００平方フィート（ｌｂｓ／１０００
ｓｑ．ｆｔ．）および約２１６～約１０００ｇ／ｍ２の坪量、約４．０ミル～約４５ミル
の厚み、ならびに約７５～約１２００ＭＤおよび約２５～約９００ＣＤの引っ張り強度、
を有することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の複合材料構造。
【請求項７】
　約１９８～約５２５ポンド／１０００平方フィート（ｌｂｓ／１０００ｓｑ．ｆｔ．）
および約６４８～２６４０ｇ／ｍ２の坪量、約４５ミル～約８０ミルの厚み、ならびに約
３７５～約２７００ＭＤおよび約６４８～約２６４０ＣＤの引っ張り強度を有することを
特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の複合材料構造。
【請求項８】
　１以上の面は、ポリコーティングされることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１
項に記載の複合材料構造。
【請求項９】
　質量で２０％未満の重合体と、天然繊維含有物とを含み、保管物品を形成するために用
いられる質量で約５２５ポンド／１０００平方フィート（ｌｂｓ／１０００ｓｑ．ｆｔ．
）未満の複合材料構造であって、
　対向する平坦な接触面を有し、約２０～１２８ポンド／１０００平方フィート（ｌｂｓ
／１０００ｓｑ．ｆｔ．）の最小坪量を有する少なくとも一つの繊維含有層と、
　結合剤を有する少なくとも一つのミネラル含有層であって、約１５～約２４０ポンド／
１０００平方フィート（ｌｂｓ／１０００ｓｑ．ｆｔ．）の最小坪量を有し、有機ミネラ
ルを含む、少なくとも一つのミネラル含有層と、
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　を備え、
　結合剤を有する少なくとも一つのミネラル含有層は、少なくとも一つの繊維含有層の接
触面全体にわたって実質的に連続して固着され、
　前記複合材料構造は、有機ミネラル含有物を少なくとも一つの外側表面層に含み、
　少なくとも一つの外側表面ミネラル含有層は、該層の質量の約１５％以上の結合剤含有
物を有し、
　前記複合材料構造は、質量で少なくとも４０％の天然繊維を含み、
　重合体含有層は、少なくとも一つの繊維含有層の接触面全体にわたって固着されるよう
に構成され、
　前記複合材料構造は、一般的な印刷技術を用いて印刷できる、少なくとも一つの外側仕
上げ面を有する、
　ことを特徴とする機械加工可能な複合材料構造。
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